
隠
岐
に
ゐ
け
る
長
崎
俵
物
の
歴
史
地
理
学
的
研
究

田

中

豊

治

隠岐における長崎俵物の歴史地理学的研究

一
、
緒

言

近
世
隠
岐
の
経
済
社
会
は
離
島
と
言
う
孤
立
的
、
封
鎖
的
環
境
に
よ
っ
て
強
固
な
村
落
共
同
体
を
形
成
し
な
が
ら

T
〉
、
他
方
に
お
い

て
は
西
廻
海
運
の
発
達
に
依
っ
て
国
民
経
済
の
大
動
脈
の
中
に
参
加
し
得
る
機
会
に
恵
ま
れ
、
商
業
資
本
の
成
立
が
水
産
物
、
木
材
等
の

本
土
移
出
を
核
と
し
て
西
郷
港
、
浦
郷
港
、
別
府
港
等
の
主
要
帆
船
寄
港
地
に
展
開
し
て
行
き
、
本
土
の
一
般
農
村
に
比
し
商
品
経
済
の

侵
透
が
急
速
に
進
ん
だ
(
2
3
従
っ
て
近
世
隠
岐
の
人
口
は
当
時
日
本
全
体
と
し
て
は
停
滞
現
象
を
つ
づ
け
つ
つ
あ
る
中
に
あ
っ
て
増
加

の
一
途
を
た
ど
り
、
近
代
社
会
へ
の
脱
皮
が
離
島
と
し
て
は
も
っ
と
も
早
く
行
わ
れ
た
地
域
で
あ
る
す
)
O

隠
岐
に
お
け
る
商
業
資
本
発
達
の
契
機
と
な
っ
た
の
は
、
島
内
に
お
け
る
生
産
力
の
進
展
に
よ
り
島
内
経
済
が
高
度
に
内
部
成
熟
し
た

故
で
は
な
く
、
島
内
特
殊
資
源
が
外
部
的
な
経
済
的
要
請
に
よ
っ
て
開
発
促
進
せ
ら
れ
た
故
で
あ
る
。

「
外
部
的
要
請
に
よ
る
開
発
資
源
」
と
は
何
か
?

そ
れ
は
後
世
に
お
い
て
い
わ
ゆ
る
「
長
崎
俵
物
」
と
し
て
対
華
輸
出
物
の
中
枢
と
な

193 

っ
た
飽
、
海
鼠
の
生
産
で
あ
っ
た
ハ
4
3
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ニ
、
隠
岐
に
お
り
る
「
長
崎
俵
物
」
生
産
前
史

で
あ
る
。

隠
岐
に
お
け
る
海
産
物
中
、
古
代
よ
り
中
世
に
か
け
て
、
中
央
政
府
に
よ
っ
て
貢
納
品
又
は
特
産
品
と
し
て
重
視
さ
れ
た
も
の
は
「
飽
」

ま
ず
延
喜
式
を
み
よ
う
o

主
計
上
は
隠
岐
国
の
調
、
及
び
中
男
作
物
と
し
て

調
、
御
取
鍍
、
短
銀
、
烏
賊
、
卦
航
海
鼠
、
鮪
脂
、
雑
踏
、
紫
菜
、
海
菜
、
嶋
蒜

中
男
作
物
、
雑
踏
、
紫
菜

み

と

り

の

あ

わ

ぴ

い

り

こ

を
あ
げ
て
い
る
。
御
取
鰻
、
煎
海
鼠
、

た
こ
の
き
た
ひ

鮪
措
、

に

ぎ

め

あ

さ

づ

き

海
菜
、
嶋
蒜
と
訓
ず
る
が
、

紫主

婦

海
菜
は
若
布
、

る
(
5〉
O

後
世
、
俵
物
と
称
さ
れ
る
干
飽
、
煎
海
鼠
は
古
代
よ
り
の
隠
岐
の
代
表
生
産
物
で
あ
る
事
が
わ
か
る
。

就
中
、
飽
は
延
喜
式
の
中
の
他
の
巻
に
も
し
ば
し
ば
そ
の
名
が
あ
ら
わ
れ
る
。

例
え
ば
巻
二
十
一
に
は

凡
新
羅
客
入
朝
者
給
二
神
酒
-
・
:
:
若
従
ニ
筑
紫
主
一
理
者
応
v
給
ニ
酒
肴
一
、
使
付
ニ
使
人
一
一
英
肴
総
隠
岐
鮫
六
斤
:
:
:

巻
三
十
こ
に
は

新
嘗
祭
隠
岐
鍍
二
両

親
王
以
下
三
位
己
上
井
四
位
参
議

(
中
略
)

隠
岐
鍍
二
両
一
分
、
四
位
五
位
弁
命
婦

隠
岐
媛
、
堅
魚
烏
賊

神
祭
雑
給
料

嶋
蒜
は
葱
の
一
種
の
様
で
あ

隠
岐
飯
、
烏
賊
各
十
六
斤



雑
給
料参

議
巳
上
隠
岐
綾
五
両

五
位
己
上
隠
岐
鰻
四
両
二
分

平
野
夏
祭
雑
給
料
隠
岐
腹
廿
一
斤

加
茂
神
祭
隠
岐
綾
煮
堅
魚
五
斤
四
料

同
祭
斉
院
司
別
当
己
下
回
人
食
料
:
:
・
隠
岐
飯
、
煮
堅
魚
:
:
:
各
十
二
両

春
日
祭
隠
岐
緩
各
三
十
七
斤

釈
尊
祭
別
供
料
隠
岐
鍍
十
八
斤

(
下
略
)

延
喜
式
三
十
二
巻
、
三
十
九
巻
、

四
十
三
巻
、
等
に
も
し
ば
し
ば
隠
岐
鰻
の
名
が
見
え
る
。
つ
ま
り
古
代
中
央
政
府
に
お
い
て
、
隠
岐

隠岐における長崎俵物の歴史地理学的研究

鰻
は
既
に
名
産
と
し
て
、

し
か
も
神
祭
供
物
用
と
し
て
貴
重
な
存
在
で
あ
っ
た
事
が
わ
か
る
。

延
亘
口
式
に
お
い
て
隠
岐
同
様
の
水
産
物
が
貢
納
品
と
し
て
あ
ら
わ
れ
て
来
る
国
は
「
志
摩
、
若
狭
、
隠
岐
、
参
河
、
駿
河
、
安
一
房
、
出

雲
、
伊
予
、
土
佐
、
阿
波
、
肥
前
、
肥
後
、
豊
一
後
」
で
あ
る
が
、
隠
岐
が
御
取
鰻
六
二

O
斤
、
短
鰻
九
三

O
斤
の
貢
納
に
対
し
て
、
出
雲

二
十
四
斤
、
阿
波
五
七
二
斤
、
伊
予
三
六
六
斤
、
肥
前
御
取
鰻
三
六
四
斤
、
短
鰻
五
三
四
斤
、
羽
割
腹
二
四
斤
が
大
量
の
貢
納
国
で
あ
る

に
比
べ
る
と
、
律
令
制
下
に
お
け
る
隠
岐
鰻
は
全
国
一
の
貢
納
を
中
央
政
府
に
納
付
し
て
い
た
事
に
な
る
。

何
故
に
か
く
の
如
く
律
令
体
制
下
に
お
い
て
隠
岐
鰻
が
中
央
政
府
に
多
量
に
納
入
せ
ら
れ
た
か
に
つ
い
て
は
本
稿
で
は
詳
細
は
避
け
る

事
と
す
る
が
、
そ
の
一
因
は
八
世
紀

l
十
一
世
紀
に
か
け
て
隠
岐
が
国
防
上
の
第
一
線
と
し
て
山
陰
道
節
度
使
の
派
遣
地
域
で
大
陸
国
家

に
対
す
る
前
哨
的
位
置
を
占
め
軍
事
施
設
が
設
置
さ
れ
、
守
備
兵
が
駐
留
し
、
中
央
政
府
と
密
接
な
連
絡
が
と
ら
れ
、
離
島
で
あ
り
な
が

ら
軍
事
上
、
経
済
上
の
価
値
が
比
較
的
重
視
さ
れ
て
い
た
事
は
看
過
出
来
な
い
と
思
わ
れ
る
(
6
3
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中
世
に
お
い
て
は
隠
岐
水
産
物
の
生
産
、
流
通
に
関
す
る
歴
史
的
事
実
は
資
料
的
に
不
詳
で
あ
る
。
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戦
国
末
期
に
「
島
前
御
く
し
の
物
当
日
記
」
な
る
村
上
助
九
郎
文
書
に
(
年
号
不
詳
)

っ
く
し
こ
拾
遠
別
府
村

一
、
あ
わ
び
五
連
く
し
こ
十
連

字
賀
村

と
あ
り
(7υ

、
島
後
で
は
僅
か
に
那
久
村
の
串
鰻
二
連
、

南
方
村
の
一
、
六
連
、

久
見
村
の
三
連
の
み
で
串
海
鼠
役
は
島
後
で
は
見
え
な

ぃ
。
島
前
で
も
浦
郷
に
は
両
役
と
も
無
く
、
そ
の
他
の
各
村
で
も
一
連
役
の
み
で
、
別
府
、
宇
賀
等
が
圧
倒
的
に
多
い
。

近
世
初
頭
の
小
物
成
の
中
に
お
い
て
は
宝
歴
十
一
年
編
の
「
隠
洲
往
古
諸
色
年
代
略
記
」
な
る
松
浦
文
書
に
ハ
8
U

慶
長
四
年
亥
十
一
月
雲
州
隠
州
両
国
堀
尾
帯
万
様
御
拝
領
被
遊
、
十
九
日
ニ
美
保
関
細
屋
藤
左
衛
門
船
に
て
浦
之
郷
迄
竹
林
弥
三
左
衛
門
様
御
着
船
被

成
当
国
御
請
取
、
串
海
鼠
、
串
飽
、
鯛
、
切
飽
、
絡
、
鰯
、
鮫
油
、
和
布
、
海
苔
、
漆
、
柄
油
、
山
板
、
椎
茸
、
栢
実
、
茶
御
運
上
被
仰
付

と
あ
り
、
慶
長
初
年
よ
り
海
産
物
も
主
な
対
象
と
し
て
課
税
せ
ら
れ
、
こ
の
う
ち
串
飽
、
串
海
鼠
に
つ
い
て
は
同
書
慶
長
十
五
年
の
条
に
、

串
飽
一
連
に
付
一
斗
六
升
宛
、
串
海
鼠
一
連
に
付
六
升
宛
ニ
而
御
座
候
処
、
純
一
連
ニ
付
代
米
六
升
二
合
増
被
成
、
串
海
鼠
二
建
一
一
付
代
米
七
合
増
ニ

被
仰
付
侯

と
見
え
て
い
る
。
海
産
物
中
、
串
飽
、
串
海
鼠
が
中
心
と
な
っ
て
い
た
事
が
わ
か
る
。
飽
、
海
鼠
の
乾
物
で
あ
る
串
飽
、
串
海
鼠
が
近
世

中
期
、
長
崎
俵
物
と
し
て
全
島
に
於
て
生
産
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
隠
岐
に
お
い
て
古
代
よ
り
海
産
資
源
の
中
で
両
者
が
伝
統
的
に

生
産
さ
れ
官
辺
に
名
産
(
特
産
)
と
し
て
熟
知
さ
れ
て
い
た
事
が
原
因
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

、
隠
岐
に
お
り
る
長
崎
俵
物
生
産
と
流
通

A 

研
究
史
と
問
題
点

隠
岐
に
お
け
る
長
崎
俵
物
研
究
に
つ
い
て
は
筆
者
の
「
経
済
史
研
究
」
二
十
八
巻
二
号
に
発
表
し
た
「
隠
岐
に
お
け
る
長
崎
俵
物
の



生
産
」

(
昭
和
十
七
年
八
月
号
)

を
最
初
と
す
る
(
9
3

こ
れ
は
同
年
二
月
、
島
内
史
料
探
訪
の
時
に
西
郷
町
元
屋
の
故
横
地
満
治
氏
蒐

集
に
よ
る
文
化
四
年
大
庄
屋
惣
七
に
よ
っ
て
書
留
め
ら
れ
た
「
長
崎
御
用
俵
物
一
途
留
」
の
分
析
を
通
じ
て
、
主
と
し
て
隠
岐
島
島
後
地

区
の
生
産
と
流
通
の
概
要
を
を
の
べ
た
も
の
で
あ
る
。
昭
和
二
十
五
年
以
降
、
筆
者
は
「
島
慎
経
済
の
構
造
と
そ
の
解
体
過
程
」

八
)
の
研
究
(
地
理
学
評
論
に
発
表
)
な
る
研
究
を
つ
づ
け
た
が
、
隠
岐
に
お
け
る
俵
物
生
産
が
島
畷
経
済
の
商
品
化
進
行
に
与
え
た
意

義
に
つ
い
て
は
地
理
学
評
論
二
九
巻
一
号
の
拙
稿
「
近
世
隠
岐
に
お
け
る
商
業
資
本
の
成
立
と
そ
の
影
響
」

(
昭
和
一
一
一
十
一
年
一
月
号
)

に
や
や
詳
論
し
た
。

昭
和
三

O
年
以
降
、
島
内
史
料
の
精
査
を
つ
づ
け
た
が
、
次
の
四
氏
宅
に
お
い
て
相
当
量
の
俵
物
史
料
を
発
見
し
た
。

隠岐における長崎俵物の歴史地理学的研究

隠
岐
郡
海
士
町
宇
受
賀
村
尾
益
行
氏
所
蔵
文
書
(
村
尾
氏
祖
先
は
島
前
の
大
庄
屋
、
当
主
益
行
氏
は
、
隠
岐
神
社
宮
司
)

は
量
的
に
は

最
大
で
、

且
つ
俵
物
生
産
、
流
通
等
各
分
野
に
つ
い
て
の
文
書
が
あ
り
内
容
的
に
も
豊
富
で
あ
る
o

主
な
も
の
と
し
て
次
の
文
書
が
あ
る
。

ィ
、
平
井
弥
惣
次
様
よ
り
請
書
控
(
天
明
五
年
)

戸
、
飽
稼
高
日
記
(
享
和
三
亥
年
)

ハ
、
隠
州
俵
物
新
規
稼
井
増
方
等
取
極
請
書
(
享
和
元
年
)

ニ
、
請
取
申
一
札
之
事
(
各
年
代
)

ホ
、
下
地
村
々
俵
物
割
賦
相
写
(
文
政
八
年
)

へ
、
隠
州
干
飽
水
練
入
漁
新
規
取
極
請
書
(
享
和
元
年
)

ト
、
隠
州
干
飽
当
亥
ぷ
三
ヶ
年
間
青
崎
宇
八
出
稼
取
極
候
請
書
(
享
和
一
二
亥
年
)

チ
、
俵
物
之
問
屋
船
宿
請
書
(
享
和
元
年
)

リ
、
長
崎
廻
御
用
俵
物
送
状
之
事
(
各
年
代
)

ヌ
、
俵
物
村
々
割
付
改
帳
(
文
化
四
1
文
政
七
断
続
)
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第
二
は
海
士
町
の
旧
家
、
後
鳥
羽
上
皇
御
陵
守
を
近
世
ま
で
引
き
つ
守
つ
い
て
奉
仕
し
て
来
た
村
上
家
の
文
書
で
あ
る
。
第
三
は
島
前
西

ノ
島
町
焼
火
神
社
蔵
文
書
、

大
目
付
江
提
出
文
書

(
天
明
五
年
)
、

第
四
は
島
後
西
郷
町
一
万
屋
の
横
地
文
書
、

長
崎
御
用
俵
物
一
途
留

(
文
化
四
年
)

で
あ
る
。

此
の
他
に
年
代
不
詳
の
笠
木
家
文
書
、
天
明
八
年
以
降
の
美
田
村
、
船
越
村
問
屋
文
書
、
明
和
六
年
の
佐
藤
文
書
等
も
存
在
す
る
が
断

簡
で
あ
る
。

昭
和
三
十
二
年
、
関
西
大
学
の
津
川

E
孝
氏
が
、
島
前
海
土
村
の
村
尾
文
書
を
分
析
し
て
「
隠
岐
島
前
に
お
け
る
俵
物
生
産
(
史
泉
、

第
七
、

八
合
併
号
、
昭
和
三
十
二
年
)
を
発
表
せ
ら
れ
、
筆
者
の
横
地
文
書
に
よ
る
主
と
し
て
島
後
の
研
究
に
対
し
て
、
島
前
地
区
の
実

情
を
明
ら
か
に
せ
ら
れ
た
。

津
川
氏
の
研
究
、
筆
者
の
研
究
に
お
け
る
最
大
の
欠
除
点
は
隠
岐
に
お
け
る
生
産
と
流
通
が
全
国
的
視
野
で
把
握
せ
ら
れ
ず
単
に
隠
岐

地
区
内
で
の
史
料
整
理
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
点
で
あ
っ
た
。

従
っ
て
全
国
的
史
料
に
お
け
る
隠
岐
の
生
産
の
位
置
づ
け
の
解
明
が
緊
要
な
事
実
と
し
て
残
さ
れ
て
い
た
。

B 

隠
岐
に
お
け
る
長
崎
俵
物
生
産
の
全
国
的
位
置
づ
け

俵
物
の
全
国
的
生
産
を
直
接
的
に
示
す
資
料
は
遺
憾
な
が
ら
発
見
出
来
な
い
。
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
保
管
の
「
諸
国
俵
物
元
極
帳
」

「
長
崎
俵
物
請
方
覚
」

「
長
崎
俵
物
明
細
帳
」
及
び
長
崎
県
立
図
書
館
蔵
の
「
俵
物
方
手
続
室
百
」
ポ
基
本
的
な
史
料
で
あ
る
が
い
づ
れ
も

幕
府
と
生
産
浦
方
と
の
生
産
契
約
「
請
負
高
」
が
】
記
さ
れ
て
い
る
の
で
現
実
の
生
産
高
で
な
い
。
又
、
直
接
俵
物
役
所
に
納
入
せ
ら
れ
る

数
量
と
も
差
異
が
あ
る
。
従
っ
て
請
負
高
、
納
入
高
等
を
比
較
勘
案
し
て
全
国
的
生
産
量
を
推
定
す
る
以
外
に
現
在
の
筆
者
に
と
っ
て
は

検
討
資
料
が
な
い
。



前
記
史
料
の
紹
介
閲
覧
に
つ
い
て
は
三
重
県
立
大
清
水
三
郎
教
授
、
九
州
大
学
秀
村
選
三
教
授
、

山
口
大
学
小
川
国
治
助
教
授
、
長
崎

県
立
図
書
館
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
阿
部
助
教
授
の
指
導
と
協
力
を
う
け
た
。

尚
、
右
史
料
の
裏
付
け
の
た
め
地
方
史
料
と
し
て
小
川
助
教
授
の
「
毛
利
藩
に
お
け
る
俵
物
生
産
と
統
制
」
を
始
め
と
す
る
徳
山
落
、

豊
浦
落
、
長
州
藩
等
の
研
究
(
想
、
白
山
友
正
氏
の
「
松
前
蝦
夷
地
に
お
け
る
長
崎
俵
物
の
研
究
」
八
日
u

荒
居
英
次
教
授
の

「
津
軽
落
に
お

け
る
俵
物
生
産
集
荷
」
(
日
を
始
め
、
南
部
落
の
研
究
、
森
嘉
兵
衛
教
授
の

「
一
二
陸
東
海
岸
に
お
け
る
長
崎
俵
物
生
産
の
研
究
」
白
)
を
使

用
し
た
。

長
崎
俵
物
の
生
産
と
隠
岐
の
生
産
の
比
較
の
た
め
前
記
中
央
資
料
を
地
域
的
に
集
計
し
て
み
た
。

隠岐における長崎俵物の歴史地理学的研究

集
計
に
当
つ
て
は
国
名
毎
の
集
計
を
主
と
し
た
が
、
平
戸
、
五
島
、
天
草
等
の
如
く
地
域
的
に
請
負
高
の
多
い
特
定
地
域
が
あ
る
の
で
、

そ
れ
等
の
特
定
地
域
は
国
毎
統
計
か
ら
除
外
し
、
独
立
的
な
摘
記
を
行
な
っ
た
。
又
、
延
享
二
年
の
統
計
は
昆
布
、
所
天
草
、
鰹
節
の
記

述
も
あ
る
の
で
表
中
に
記
入
し
た
。
更
に
俵
物
手
続
書
に
よ
る
集
荷
は
各
国
か
ら
の
集
荷
を
一
括
し
て
記
入
し
て
あ
る
の
で
、
こ
れ
は
そ

の
ま
ま
、
集
計
し
た
。

隠
岐
の
数
字
が
特
記
さ
れ
て
い
る
の
は
俵
物
元
極
帳
と
俵
物
手
続
書
で
あ
る
。

第

1
表
は
そ
の
集
計
結
果
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

の
廻
着
高
と
天
保
十
二
年
二
八
四
一
)

の
集
荷
高
と
は
大
差
が
あ
り
、
俵
物
の
み
に
関
し

こ
れ
に
よ
る
と
延
享
二
年
(
一
七
四
五
)

て
比
較
す
る
と
天
保
十
二
年
は
約
二
倍
の
集
荷
高
を
示
し
て
い
る
。

(
請
負
高
八
四
万
、
集
荷
高
七
九
万
)
、

請
負
高
に
近
い
量
が
集
荷
さ
れ

天
保
十
二
年
の
請
負
高
と
集
荷
高
を
示
す
と
数
字
は
近
接
し

199 

て
い
る
。
此
の
見
地
か
ら
す
れ
ば
、
請
負
高
は
生
産
高
に
近
い
数
字
を
示
し
、
請
負
高
を
以
て
そ
の
地
域
の
生
産
高
を
示
す
も
の
と
考
え
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第1表長崎俵物全国的請負高，集荷高

延享2年廻着俵物出所 天保12年俵物語貫高(諸国俵物元極帳)

煎海鼠|干飽|昆布陸天l鰹節 月!~海(町鼠~I 干(町飽~I 鎌(町鰭~I 役引 所請I 会M 卦l 

斤 斤 斤 斤 斤 斤

松前 62，1001 210 790.000 130.000 120，000 -1250，000 

津軽 33，810 ー 15.000 3，000 -1 18.000 

南部 3， 070! 9， 100 17，500 48，500 500 -[ 66.500 

仙 台 2，800 20，000 5.000 25，000 

常陸

安房 3，100 -1 4，410 -1 4，410 

上総 3，805 15，510 -1 19，315 

武蔵 4，800 37， 170 37，170 

江戸 -1 2.000 2.000 

相模 8，500 15，600 15，600 

伊豆 1，800 2，995 2，995 

三河 10，000 8， 700 8，700 

尾張 1，200 7，000 7.000 

紀伊 850 

伊勢 11， 100 11.000 11.000 

志摩 7.100 6，500 6，500 

和 泉 80 80 

播 磨 2.000 5，040 5，040 

備前 15.000 17，490 17，490 

備中 700 4，010 

後備 2，535 2，535 

越後 2.000 5.000 

越 中 450 

佐渡 2，230 2.000 5，000 コM00
越前 1，100 

能登 18，800 32.000 32.000 

若 狭 7.000 7.000 

丹後 1，330 4，500 1，100 5，600 

イ白 番 250 300 50 600 

出雲 2，800 4.000 4.000 

隠岐 5，600 5，600 

石 見 500 280 300 

長門 11，350 5，950 一 220 30， 6001 30， 820 

周防 23.000 7， 3001 7， 300 



)

一

十

一

∞

必

∞

ω
叩

印

∞

∞

m
出

回

一

泊

初

一

ぬ

∞

白

羽

∞

∞

ω
∞

ω
ω
一
回

z
R

一
三
日

-

0

4

5

1

4

6

8

5

4

5

7

6

3

0

2

5

5

9

5

1

2

0

-

2

骨
一
合
一
部

4

4

U

2

3

1

日

8

u

m

n

m

9

1

m

7

4

2

U

一
岨

腕
訂
一
州
|
寸
寸
1
1つ
叫
叫

J
」
ー
川
ー
」
」
州
州
|
羽
川
イ
「
刊
斗
州

J
i

一戸
h
E
コ一

0

8

1

5

7

3

0

5

5

1

0

一
1

告
衣
一
一
」

L

I

-

-

'

'

'

'

'

'

'

'

'

一

一向又川川一

8

1

4

7

7

2

0

1

0

2

3

一
6

国
一

f
そ一

2

3

2

1

1

1

一
回

晴

和

川

1
吋
」
」
付
利
↓
州
叫
寸
寸
斗
州
寸
寸
斗
イ
コ
州
叫
寸
寸
」
|
「
州
l

-
U

』一
1
2
E
-
一

1

3

4

2

4

5

6

一
4

:
 

釦
一
銭
ー
一

2

1

一
9

備
官
剛
一
寸
コ
斗
叫
ゴ
判

2
4斗
州
オ
コ
刈
ゴ
」
吋
ゴ
」
↓
川
|

報一円一

L

比

41--Lm|

究
一
口
一
習
っ
利
則
刈
判
型
刈
判
州
寸
斗
剥
|
コ
」
吋

4
斗
判
叫
↓

4
4ぉ

研一信一献術、一

'

'

'

'

L

L

&

'

M

M

M

3

一

的
一
天
一
一
則
一

1

2

1

一
位

学
寸
J
J
叫
寸
寸
寸
寸
]
l寸
寸
川
寸
寸
ユ
ー
寸
寸
寸
斗
」
J
I寸
寸
寸
イ
寸
州
4
m
i
l

間
二
鰹
一
ト
ト
ト
ト
ト
卜
卜
ト
ト
ト
ド
ド
ト
ド
ト
ト
ト
ト
じ
い
仁
川
一

加一間一

F
Hに
H
ド
に
ト
ロ
ト
口
ト
H
r
cト
卜
仁
ト
ト
ト
同
一

同

町

一

物

一

布

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

川

一

物

一

俵

一

レ

一

一

川

一

却

俵

一

着

一

昆

一

一

間

「

嫡
一
軸
一
則
寸
寸
寸
寸
寸
イ

4
4
A
J刻
叫
寸
寸
寸
寸
寸
↓
斗
吋
一
味

'

ヨ

一

。

，

島

一

二

一

ー

し

，

!
h

，

i

i

，
，
1

・，

3
7

一
'L，一ーィ

迂

一

一

F
一

3
一

5

1

3

0

8

4

一
3
一

け

一

亭

仁

L

J

-

5

1

1

1

1

2

Z

i

l

l

l

i

-

-

I

l

l

i

-

-

i

i

|

ト出
l

一

に
一
一
一
日
一

0

5

0

3

2

3

J

3

0

5

7

J

J

ι

J

一
ペ
一

喰
一
一
時
一
見
2
1
2
一
2ι

ロ
1
6
{
3
一
8

{

5

1

1

-

U

2

1

一
山
一

i

i

 

f

一

芸

波

路

岐

予

佐

前

後

向

前

前

戸

津

岐

馬

島

草

原

村

賀

・

り

後

摩

鮮

一

一

日

一

崎

廻

一

計

一

氏

一

安

阿

淡

讃

伊

土

豊

曲

一

一

旦

日

筑

肥

平

唐

壱

対

五

天

島

大

佐

長

地

肥

薩

朝

一

ー

ー

一

天保 12年俵物集荷概要(俵物手続書)

出 荷 地 区 |俵物種別|集荷根拠地|集荷額

松日Ij，津軽，南部
| 煎干海 飽鼠 | 松岡

別 |97000斤|
同 上 上 89，022.4

前前目U i前煎煎海海海一鼠鼠干鎌飽鰭瞬階I同向目Ij役場上引上請
83，563 
7，600 
16.000 

狭阿日波向，志備土摩佐中，三備伊河前予，伊丹能勢後登，，尾，播越張磨前~讃和，岐若泉， !l ト煎 海 鼠 !}大 阪!}116 
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天保 12年俵物集荷概要(干俵物手続書)

出 荷 地 区 |俵物種別|集荷根拠地|集荷額

江 戸 緩 鰭 |江 戸 l

上戸佐向，， 阿伊 波予総丹伯1! 白 後
大下 阪 3. 700 

日後
戸関

770 
江豊 後，安，房石， 見上 相模者番， 仙豊台 江 76，680 

下 関 6，240 

長津伊崎予，筑地，廻前対，馬，佐豊，佐後賀領渡，備後朝天鮮草，備，薩中摩，備，唐前 !} 煎 海 鼠
!}長 崎!}一

江島戸見原，安房伯周， 防上総，安，常芸陸向， 仙台 |長崎江下役場戸関町34.300 
31，965 

石番，日 645 

長対崎馬地，廻佐，渡天草，唐津， 筑目Ij， 豊後/}ヱl 飽 /}長 崎 I}仰 95

筑前，豊前，長門 |煎海鼠，干飽 | 下 関| 18， 500 

大 村岐，平 戸後，五 島後
壱 ，肥 ，主主 ，出雲 I}煎海鼠，干飽/}言明書!}侃063

隠 j[皮 | 煎海鼠，干飽 |長崎役場引請[ 5， 700 

長門請負領 | 煎海鼠，干飽 l 下 1，900 

正山ま 国 | 煎海鼠，緩鰭 |長崎役場引請1 16.000 

土 佐 干 告白 阪| 50 

メ口L 計 額 791，752 

備考資料 1 俵物方手続書 長崎図書館蔵

俵物方手続書の統計は天保12年の実情と思われる。

2 諸国俵物元極帳 東京大学史料編纂所保管
天保12年の実情と推定される(小川国治氏の見解)本概要表の統
計は田中が地域毎に集計し原本の記述順次に従っていない。

3 延享2丑年廻着高は「花蛮交市治聞記六(華蛮交易明細記の記事
を集計した)J
長崎県史史料篇 4巻掲載

4 (町)は町人請負を示す



隠岐における長崎俵物の歴史地理学的研究203 

1万斤

l千斤

量生産地域

曾 10万斤

e 

て
も
大
き
な
過
誤
は
な

い
と
思
う
。

第

1
表
を
資
料
と
し

て
生
産
地
域
と
生
産
量

布

の
分
布
を
図
化
す
る
と

分

第
1
図
の
如
く
に
な

産

る
。
最
大
の
生
産
地
は

生

松
前
地
方
で
、
こ
こ
で

物

は
飽
、
海
鼠
の
生
産
は

俵崎

相
半
ば
し
て
い
る
。
太

長

平
洋
岸
で
は
三
陸
海

第 1図

岸
、
房
総
、
三
浦
半
島

に
集
中
し
、

伊
豆
半

島
、
紀
伊
半
島
は
意
外

に
す
く
な
い
。
瀬
戸
内

は
平
均
的
に
産
地
分
布

が
見
ら
れ
、
豊
後
水
道
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晶、
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l
i
f
t
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一

一謀

議ま
Y 

俵物方手続書記載の隠岐俵物集荷高(天保12年)

(原本長崎県立図書館)

第2図

両
岸
に
産
地
が
集
中
し
、
九
州
で
は
島
興
部
の
対
馬
、
五
島
、

天
草
と
肥
前
の
海
岸
が
大
産
地
で
、
日
本
海
側
で
は
能
登
を
最

大
産
地
と
し
、
若
狭
、
丹
後
及
び
佐
渡
、
隠
岐
の
二
島
が
産
地

と
な
っ
て
い
る
。
煎
海
鼠
と
干
飽
の
産
額
は
前
者
が
大
で
、
鰻

鰭
は
全
体
量
が
す
く
な
い
。

隠
岐
に
お
け
る
長
崎
俵
物
の
生
産
状
況
は
全
国
生
産
八

O
万

斤
程
度
に
対
し
て
五
千
六

O
O斤
程
度
の
位
置
づ
け
が
第
一
表

か
ら
よ
み
と
れ
る
。

此
の
額
が
隠
岐
に
お
け
る
俵
物
生
産
の
歴
史
的
推
移
の
中
で

如
何
な
る
位
置
づ
け
を
得
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。

文
化
四
年
(
一
八

O
七
)

の
隠
岐
島
の
請
負
高
は
島
前
二
、

一
五

O
斤
、
島
後
二
、
五
五

O
斤
、
計
四
、
七

O
O斤
で
、
此

の
額
は
享
和
元
年
(
一
八

O
一
)
代
官
葉
倉
権
九
郎
隠
岐
に
渡

海
し
、
浦
方
と
の
取
極
高
二
一
、

0
0
0斤
に
比
す
と
著
し
く

小
額
で
あ
る
が
、
当
時
の
鉾
突
採
取
に
よ
る
生
産
高
と
し
て
は

略
平
均
的
生
産
額
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
理
由
は
四
、
七

O
O斤

の
請
負
高
は
長
崎
代
官
高
木
作
左
衛
門
が
廻
村
の
上
資
源
減
少
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£
っ
こ
。

チ
t

ヂ
ー

天
保
十
二
年
(
一
八
四
一
)
長
崎
役
所
集
荷
高
五
、
七

O
O斤
と
の
右
の
額
は
一
致
し

205 

け
る
隠
岐
島
俵
物
生
産
の
か
な
り
確
実
な
生
産
と
思
わ
れ
る
。

半f
第3図

の
状
態
を
確
認
し
請
負
わ
せ
た
額
だ
か
ら

俵物方手続書)

で
あ
る
。

四
、
七

O
O斤
の
浦
々
割
当
を
み
る
と

請
負
高
よ
り
も
大
で
、
島
前
合
計
二
、

(資料

五
O
は
変
ら
な
い
が
、
島
後
合
計
は
二
、

九
二

O
斤
と
な
っ
て
、
合
計
で
は
五
、
。

俵物生産地と集荷系統

七
O
斤
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
島
後
に

お
け
る
各
浦
々
割
当
て
に
つ
い
て
、
漁
場

生
産
豊
度
を
比
較
検
討
し
て
の
修
正
割
り

あ
て
の
故
で
あ
る
。
こ
の
割
当
て
の
二
年

後
の
文
化
六
年
(
一
八

O
九
)
に
は
高
木
代

官
に
よ
っ
て
島
前
四
五
七
斤
、
島
後
五
回

斤
、
計
一
、

0
0
0斤
の
追
加
割
符
が

行
な
わ
れ
、

五
七
、

O
O斤
の
割
当
て
と

(第
2
園)、

」
の
額
は
化
政

l
天
保
期
に
お
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化
政
l
天
保
期
に
か
け
て
の
全
国
俵
物
集
荷
高
は
年
に
よ
る
差
異
が
大
で
、

五
O
万
斤

l
八

O
万
斤
の
聞
を
上
下
し
て
い
る

avo
従

っ
て
隠
岐
の
出
荷
高
は
全
国
集
荷
高
の
一
%
を
占
め
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。

隠
岐
に
お
け
る
長
崎
俵
物
の
出
荷
を
全
国
俵
物
集
荷
形
態
の
中
で
図
化
し
て
み
る
と
第
3
図
の
如
く
に
な
る
白
)
O

続
書
を
資
料
と
し
て
の
集
荷
図
で
、
隠
岐
は
長
崎
会
所
直
送
と
な
っ
て
い
る
(
初
期
に
は
下
関
問
屋
を
経
由
し
た
。
こ
れ
は
後
述
す
る
)
。

」
れ
は
俵
物
方
子

俵
物
の
集
荷
は
町
人
請
負
と
役
所
直
接
集
荷
の
二
形
態
の
あ
る
事
は
第
一
表
か
ら
も
読
み
と
れ
る
が
、
そ
の
集
荷
圏
は
図
に
示
す
よ
う

錯
雑
し
て
い
る
。
大
観
的
に
は
集
荷
圏
は
集
固
化
し
て
い
る
が
、
西
日
本
の
場
合
、
特
に
伊
予
あ
た
り
で
は
大
阪
、
下
関
、
長
崎
の
三
地

区
に
集
荷
が
分
散
し
て
い
る
。
集
荷
効
率
か
ら
見
る
と
極
め
て
不
経
済
の
集
荷
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
錯
雑
さ
の
理
由
に
つ
い

て
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
が
、
筆
者
の
推
定
で
は
幕
落
体
制
下
に
お
け
る
行
政
管
轄
の
交
錯
が
そ
の
一
因
と
な
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
o

例
え
ば
俵
物
諸
国
元
極
帳
に
よ
る
と
伊
予
の
加
藤
遠
江
守
領
の
煎
海
鼠
は
長
崎
集
荷
、
松
平
隠
岐
守
領
、
松
平
右
京

太
夫
領
、
松
平
采
女
正
領
、
伊
達
遠
江
守
領
の
煎
海
鼠
は
大
阪
に
集
荷
さ
れ
て
い
る
。
豊
後
の
稲
葉
備
中
守
領
の
干
鮪
、
煎
海
鼠
は
長
崎

に
、
松
平
河
内
守
領
の
煎
海
鼠
は
下
関
に
、
と
い
う
ふ
う
に
支
配
関
係
の
差
で
集
荷
先
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
み
と
め
ら
れ
る
。

隠
岐
で
は
文
政
八
年
ま
で
は
下
関
送
付
、
九
年
以
降
は
長
崎
役
所
直
轄
で
長
崎
会
所
直
送
と
な
っ
た
自
〉
O

C 

隠
岐
に
お
け
る
長
崎
俵
物
の
生
産
と
流
通

ィ
、
天
明
五
年
長
崎
会
所
直
買
実
施
以
前
の
状
況

隠
岐
は
島
前
、
島
後
の
二
島
群
に
わ
か
れ
、
前
者
は
別
府
村
に
、
後
者
は
西
郷
町
に
代
官
所
が
あ
り
、
俵
物
下
請
人
も
島
前
は
別
府
村

酒
屋
伴
左
衛
門
、
島
後
は
西
郷
町
宇
屋
の
板
屋
武
左
衛
門
が
長
崎
役
所
か
ら
指
名
さ
れ
て
い
た
。

俵
物
に
関
す
る
資
料
は
島
前
の
方
が
豊
富
に
存
在
し
、
島
後
は
極
め
て
僅
か
で
あ
る
。
こ
れ
は
明
治
三
年
に
隠
岐
騒
動
と
称
す
る
騒
乱



が
島
後
を
中
心
に
発
生
し
て
、
寺
、
社
、
旧
家
の
什
器
文
書
が
多
く
焼
失
し
た
た
め
で
あ
る
。

全
島
的
な
状
態
で
俵
物
の
生
産
流
通
が
判
明
す
る
の
は
天
明
五
年
(
一
七
八
五
)
以
降
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
幕
府
が
俵
物
の
集
荷
体
制
を
強
化
し
、
長
崎
会
所
直
買
入
実
施
後
の
事
で
あ
る
。
そ
れ
以
前
の
状
況
は
断
片
的
に
し
か
わ

か
ら
な
い
。

先
ず
天
明
五
年
の
請
書
に

G
U

隠岐における長崎俵物の歴史地理学的研究

-
(
訪
問
略
)
:
・
私
共
浦
方
之
儀
、
漁
業
渡
世
仕
来
侯
浦
々
ニ
而
御
座
候
、
生
海
鼠
漁
稼
之
儀
ハ
二
月
、
士
一
月
第
一
ニ
相
稼
、
飽
ノ
儀
ハ
正
月
ヨ
リ
漁

業
相
始
、
取
揚
候
分
ハ
煎
海
鼠
、
干
貝
ニ
相
仕
立
、
出
来
次
第
不
残
、
島
後
ハ
下
請
字
屋
町
板
屋
武
左
衛
門
、
島
前
ハ
別
府
村
酒
屋
伴
左
衛
門
両
人
方

へ
売
渡
申
候
、
緩
之
儀
ハ
前
々
ヨ
リ
見
掛
候
者
モ
無
之
候
:
・
(
中
略
)
・
:
是
迄
非
分
之
儀
、
代
銀
滞
候
儀
無
御
座
候
・
:
程
能
買
入
候
儀
一
一
付
:
・
(
下
略
)

と
あ
る
。
両
名
が
何
時
下
請
(
島
内
で
は
座
方
と
称
し
た
)

に
指
令
さ
れ
た
か
公
式
文
書
に
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
板
屋
武
左
衛
門
家

の
代
々
の
事
蹟
を
記
し
た
「
松
浦
家
譜
」
(
思
に
は
次
の
記
述
が
あ
る
。

-
(
前
略
)
・
:
嘉
永
四
辛
亥
年
、
春
日
丸
破
損
す
。
金
子
千
両
救
助
と
し
て
賜
る
。
享
保
十
二
年
よ
り
七
代
与
左
衛
門
に
い
た
る
ま
で
百
二
十
年
間

余
、
長
崎
俵
物
座
方
相
勤
め
し
放
な
り
:
・
(
下
略
・
:
)

こ
れ
に
よ
れ
ば
板
屋
が
俵
物
請
負
人
と
な
っ
た
の
は
享
保
十
二
年
(
一
七
二
七
)

の
如
く
で
あ
る
。
此
の
時
期
は
幕
府
の
俵
物
政
策
上

か
ら
見
る
と
極
め
て
重
要
な
時
期
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
正
徳
五
年
(
一
七
一
五
)

に
有
余
売
の
法
を
採
用
し
銅
及
び
俵
物
に
よ
る
中

国
貿
易
決
済
方
法
を
進
め
な
が
ら
も
そ
の
産
出
が
小
量
の
た
め
貿
易
不
振
と
な
り
抜
本
的
な
解
決
策
が
求
め
ら
れ
、

遂
に
享
保
十
四
年

(
一
七
二
九
)

に
銅
、
俵
物
諸
色
を
併
用
し
て
決
済
に
あ
て
る
雑
物
替
法
施
行
と
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
板
屋
の
下
請
人
指
定
は
こ
の
雑

物
法
施
行
の
二
年
前
で
あ
る
。
雑
物
替
法
で
は
支
払
手
段
と
し
て
俵
物
と
諸
色
を
大
幅
に
採
用
す
る
方
法
で
相
手
国
の
中
国
で
も
こ
れ
を
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歓
迎
し
た
の
で
あ
る
自
〉

O
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隠
岐
は
天
領
で
幕
府
と
し
て
は
行
政
措
置
を
も
っ
と
も
容
易
に
施
行
出
来
る
地
域
で
あ
る
か
ら
右
の
様
な
施
策
を
講
じ
た
の
で
あ
ろ

う

天
明
以
前
の
資
料
は
極
め
て
不
足
で
あ
る
が
残
存
文
書
の
中
か
ら
俵
物
生
産
、
流
通
の
推
移
を
た
ど
っ
て
み
る
と
大
凡
次
の
様
に
秩
序

づ
け
ら
れ
る
。

長
崎
俵
物
が
幕
府
の
公
式
の
対
中
国
貿
易
決
済
の
手
段
と
し
て
採
用
さ
れ
た
の
は
元
禄
十
年
(
一
六
九
七
)
長
崎
町
年
寄
高
木
彦
右
衛

門
の
俵
物
を
以
て
代
金
支
払
に
あ
て
る
と
言
う
企
て
を
許
可
し
て
か
ら
で
、
十
二
年
に
代
物
替
会
所
(
俵
物
取
扱
所
)
が
一
長
崎
に
設
け
ら

れ
彦
右
衛
門
は
そ
の
頭
取
に
任
ぜ
ら
れ
た
。

し
か
し
俵
物
貿
易
は
順
調
に
進
ま
ず

宝
永
五
年
(
一
七

O
八
)

代
物
替
法
停
止

正
徳
五
年
(
一
七
一
五
)

有
余
売
法
に
よ
り
代
物
替
改
良
復
活

享
保
十
四
年
(
一
七
二
九
)

雑
物
替
法
施
行

の
如
き
変
化
を
た
ど
っ
て
来
て
い
る
。
つ
ま
り
俵
物
貿
易
は
元
禄
期
に
公
式
に
幕
府
承
認
の
民
間
貿
易
で
、
享
保
期
に
は
対
華
貿
易
の
主

流
と
な
り
、

の
ち
幕
府
直
営
事
業
と
な
っ
た
翁
〉
O

隠
岐
に
お
い
て
干
飽
、
煎
海
鼠
が
生
産
さ
れ
、
小
物
成
納
品
中
最
大
の
経
済
比
重
を
持
っ
て
い
た
事
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
が
、
こ
れ

が
如
何
に
商
品
化
さ
れ
て
い
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
直
接
的
資
料
が
発
見
出
来
な
い
。

し
か
し
傍
系
資
料
と
し
て
享
保
六
年
(
一
七
二
一
)
隠
岐
に
大
庄
屋
制
が
施
行
さ
れ
る
に
当
り
、
大
庄
屋
の
主
要
任
務
の
中
に
「
御
用

串
物
、
板
並
に
諸
材
木
等
買
出
し
、
雲
州
江
之
運
送
之
諸
会
云
云
」
と
大
庄
屋
の
管
理
事
項
が
記
さ
れ
て
い
る
の
を
見
る
と
五
〉
、

近
世



中
期
に
は
松
江
表
を
通
じ
て
串
物
が
商
品
化
さ
れ
て
い
た
事
は
確
実
と
思
わ
れ
る
。

隠
岐
に
お
い
て
俵
物
下
請
商
人
の
決
定
し
た
享
保
十
二
年
以
降
天
明
時
代
ま
で
の
俵
物
の
取
扱
は
天
明
五
年
(
一
七
八
五
)

の
「
長
崎

御
用
俵
物
請
書
」

auの
前
文
に

隠岐における長崎俵物の歴史地理学的研究

一
、
於
長
崎
唐
船
御
渡
方
に
相
成
候
俵
物
之
係
、
是
迄
請
負
人
在
之
、
諸
国
浦
方
江
下
請
相
立
置
右
之
者
共
買
集
、
長
崎
請
負
之
者
江
積
送
来
候
所
、

此
節
右
請
負
人
御
指
止
メ
ニ
相
成
、
長
崎
御
会
所
直
頁
人
ニ
被
仰
付
候
-
一
付
国
々
浦
々
御
廻
被
成
、
今
般
出
雲
国
迄
、
御
越
被
成
、
私
共
御
呼
出
し
之

上
、
是
迄
長
崎
請
負
人
手
先
仕
来
候
ニ
付
、
買
入
方
井
仕
来
之
儀
等
御
尋
ニ
御
座
候
、

此
段
隠
岐
国
両
島
浦
々
ニ
而
出
産
之
煎
海
鼠
、
干
飽
買
集
之
儀
、
先
年
長
崎
請
負
人
ヨ
リ
、
私
方
ニ
而
買
集
、
雲
州
大
根
島
油
屋
喜
伝
治
方
江
相
送
侠

様
、
申
談
候
・
:
(
中
略
)
追
々
値
段
下
値
-
一
相
成
・
:
白
ラ
出
方
相
減
侯
処
・
:
其
後
江
戸
表
ぷ
御
役
人
様
方
、
御
渡
海
被
成
、
御
礼
之
上
:
・
:
:
:
長
州
下

関
江
相
廻
候
様
被
仰
渡
候
・
:
j
i
-
-
-
且
又
長
崎
請
負
人
、
此
度
御
取
放
-
一
相
成
候
ニ
付
ハ
、
私
共
儀
モ
買
請
方
被
召
放
候
様
、
可
相
成
哉
、
左
侠
而
ハ

祖
父
共
ヨ
リ
相
続
仕
来
侯
渡
世
一
一
相
離
、
難
儀
至
極
ニ
奉
存
候
間
:
:
:
:
:
:
買
集
方
可
被
仰
付
:
:
:
云
々

と
、
別
府
村
酒
屋
伴
左
衛
門
と
宇
屋
町
板
屋
武
左
衛
門
が
連
名
で
長
崎
代
宮
北
島
栄
治
平
に
願
い
出
て
い
る
。

結
果
と
し
て
は
再
指
名
を
う
け
て
い
る
。

以
上
の
記
事
か
ら
、
板
屋
、
酒
屋
の
両
請
負
人
は
享
保
時
代
に
請
負
人
(
隠
岐
で
は
座
方
と
呼
ん
だ
)
ハ

g
と
な
っ
て
、

島
前
の
分
は

酒
屋
が
、
島
後
の
分
は
板
屋
が
請
負
集
荷
し
て
、
大
根
島
の
問
屋
油
屋
喜
伝
治
に
送
荷
し
た
五
〉
O

し
か
し
値
段
が
安
い
の
で
供
出
量
が
減
少
し
た
。
そ
こ
で
江
戸
の
役
人
の
廻
村
指
導
の
結
果
、
下
関
送
り
を
命
ぜ
ら
れ
た
の
で
下
関
送

付
を
つ
づ
け
て
来
た
。
天
命
五
年
に
は
煎
海
鼠
二
八
六

O
斤
余
、
干
飽
五

O
O斤
余
買
集
送
荷
し
た

8
〉。

し
か
し
此
の
程
度
の
生
産
出
荷
で
は
生
産
増
強
を
望
む
幕
府
側
で
は
不
満
足
で
、
両
請
負
人
の
指
定
取
消
し
を
ほ
の
め
か
し
た
の
で
、

両
人
は
「
祖
父
共
よ
り
相
続
仕
来
侯
渡
世
-
一
相
離
、
難
儀
至
極
-
一
奉
存
侯
」
と
言
う
次
第
で
、
増
産
供
出
に
協
力
す
る
約
定
の
も
と
に
請
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負
人
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と
な
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た
。
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以
上
が
天
明
五
年
ま
で
の
概
要
で
あ
る
。

口
、
天
明
以
降
享
和
期
に
お
け
る
生
産
増
強
政
策
の
進
展

天
命
五
年
幕
府
の
俵
物
生
産
増
強
下
命
に
よ
り
て
の
生
産
は
増
加
し
た
と
思
わ
れ
る
が
、
隠
岐
で
は
官
辺
の
期
待
す
る
増
産
は
実
現
さ

れ
な
か
っ
た
様
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
証
拠
に
享
和
元
年
(
一
八

O
一)

か
ら
同
三
年
に
か
け
て
「
新
規
稼
井
増
方
」
の
指
示
が
次
々
と
行

な
わ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

享
和
元
年
の
「
松
平
出
羽
守
御
預
所
隠
州
俵
物
新
規
稼
弁
増
方
等
取
極
候
請
書
」
(
村
尾
文
書
)
、
同
年
の
「
隠
州
干
飽
水
練
入
漁
新
規

稼
取
極
候
請
書
」
(
村
尾
文
書
)
、
同
年
の
「
俵
物
之
儀
ニ
付
問
屋
船
宿
請
書
」
(
村
尾
文
書
)
、
享
和
三
年
(
一
八

o
j寸
勺
寸
卦
月
司
浜

浦
青
崎
宇
八
隠
岐
出
稼
干
飽
引
請
書
」
(
村
尾
文
書
)
、
同
年
の
「
享
和
三
亥
年
五
月
木
原
甚
三
郎
渡
海
取
極
侯
書
付
控
」

(
村
尾
文
書
)

の
文
書
に
は
当
時
の
厳
し
い
幕
府
の
指
示
及
新
施
策
と
隠
岐
島
漁
民
の
反
応
が
示
さ
れ
て
い
る
。
大
要
は
左
の
如
く
で
あ
る
。

先
ず
天
明
五
年
以
降
の
浦
方
の
様
子
に
つ
い
て

長
崎
廻
俵
物
出
方
等
、
今
般
御
廻
浦
の
上
、
新
規
稼
並
増
方
御
請
負
之
儀
、
御
礼
御
座
候
、
然
ル
処
、
私
共
浦
方
者
地
方
隔
り
:
:
j
i
-
-
一
ヶ
年
煎
海

鼠
三
千
斤
之
高
御
請
負
申
上
侯
得
共
-
-
j
i
-
-
-
此
度
之
儀
者
格
別
厚
御
趣
意
之
越
、
再
応
被
侯
一
一
付
・
:

以
来
左
之
通
目
当
テ
立
、
相
稼
候
様
可
仕
候
、

島
前
浦
々
、
俵
物
買
集
世
話
人
、
別
府
村
庄
屋

伴
左
衛
門

此
節
御
礼
ニ
付
一
ヶ
年
目
当
高

一
、
煎
海
鼠
三
千
五
百
斤

(
中
略
)

三
千
五
百
斤

一
、
干
飽



(
中
略
)

享
和
元
年
酉
六
月
十
三
日

海
土
村
外
十
二
ケ
村
漁
師
惣
代

年
寄
庄
屋

羽
倉
権
九
郎
様
(
お
〉

以
上
は
島
前
の
例
で
島
後
の
場
合
は
「
煎
海
鼠
三
千
五
百
斤
、
千
飽
五
千
斤
」
が
下
命
せ
ら
れ
た
。

つ
ま
り
隠
岐
全
島
で
煎
海
鼠
は
七

千
斤
、
干
飽
は
八
千
五
百
斤
両
者
計
で
一
万
五
千
五
百
斤
の
増
産
請
負
で
あ
る
。

輸
送
先
も
逐
次
変
動
が
生
じ
て
来
て

隠岐における長崎俵物の歴史地理学的研究

右
廻
方
之
静
、
是
迄
は
長
州
赤
間
関
限
ニ
候
得
共
、
以
来
之
義
者
、
長
崎
表
へ
も
相
廻
し
候
様
可
仕
候
:
:
:
(
空

と

一
部
は
長
崎
会
所
直
送
も
此
の
頃
か
ら
実
現
し
て
来
る
よ
う
に
な
る
(
全
面
的
に
長
崎
会
所
直
送
は
文
政
九
年
以
降
で
あ
る
)
O

請
書
の
中
で
は
島
前
の
場
合
従
来
は
煎
海
鼠
の
み
三
千
斤
の
請
負
で
あ
っ
た
が
、
突
如
と
し
て
煎
海
鼠
干
飽
あ
わ
せ
て
七
千
斤
と
倍
以

上
の
生
産
請
負
と
な
っ
た
。
請
負
と
言
う
双
方
談
合
の
型
式
で
は
あ
る
が
、
請
負
書
の
内
容
は
幕
府
方
の
厳
命
で
あ
る
。

幕
府
の
増
産
強
化
は
右
の
増
産
割
当
に
と
ど
ま
ら
ず
島
内
代
表
者
に
命
じ
潜
水
夫
を
長
崎
か
ら
招
い
て
深
海
の
潜
ら
せ
て
生
産
強
化
実

施
を
指
示
し
た

8
3

享
和
元
年
島
前
島
後
両
島
で
千
飽
八
千
五
百
斤
を
請
負
っ
た
が
、
此
の
生
産
は
従
来
の
鉾
突
漁
業
の
み
で
は
到
底
実
現
困
難
で
あ
る
。

そ
こ
で
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(
前
略
)
当
分
水
練
雇
入
相
稼
セ
侯
ハ
ハ
、
自
ラ
浦
方
之
者
茂
見
習
、
追
々
潜
り
覚
へ
、
往
々
之
浦
益
々
ニ
モ
相
成
可
申
ニ
付
、
右
之
趣
相
承
・
:

(
中
略
)
:
・
水
練
雇
入
相
稼
セ
候
様
可
仕
侯
:
・
(
中
略
)
・
:
水
練
之
者
ハ
島
前
へ
三
人
、
島
後
へ
五
人
、
都
合
八
人
被
遣
:
・
(
中
略
)
:
・
一
二
月
廿
日
長

崎
出
立
、
夫
β
九
月
晦
日
迄
、
惣
日
数
百
九
拾
日
ト
定
:
・
(
中
略
)



212 

沖
合
水
入
稼
壱
ヶ
年
目
当
官
同

一
、
干
飽
二
千
五
百
斤

島
前
浦
々

島
後
浦
々

一
、
干
飽
四
千
斤

合
干
飽
六
千
五
百
斤

右
之
通
目
当
高
御
取
極
相
成
候
:
:
:
(
下
略
)

享
和
元
年
酉
六
月
二
十
一
日

(
中
略
)

大
庄
屋
官
蔵

羽
倉
権
九
郎
様

の
如
く
で
あ
っ
た
。

こ
の
結
果
は
上
上
の
成
績
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
享
和
三
年
(
一
八

O
三
)

の
青
崎
宇
八
隠
岐
出
稼
引
請
書
の
前
文
に
次
の
通
り
で
あ

る(鈎〉。一
、
隠
州
飽
自
浦
鉾
突
稼
之
外
、
水
練
稼
、
壱
ヶ
年
六
千
五
百
斤
之
高
御
取
極
被
成
置
、
去
戊
年
長
崎
水
練
之
者
被
差
遣
候
所
、
飽
拶
敷
有
之
、
同
所

浦
手
之
者
茂
潜
り
見
習
:
・
(
中
略
)
:
・
右
六
千
五
百
斤
之
他
、
此
節
三
千
五
百
斤
相
増
、
都
合
左
之
通
御
講
可
申
候

比
節
御
請
負
高

一
、
干
飽
壱
万
斤

是
ハ
御
請
負
高
之
内
、
六
千
五
百
斤
を
越
候
ハ
ハ
是
迄
御
取
極
之
通
、
壱
斤
-
一
付
銀
四
分
、
八
千
斤
を
越
候
ハ
ハ
、
銀
五
分
ツ
ツ
御
袋
美
増
銀
、
惣

斤
高
ニ
か
け
被
下
候
積
り
:
・
(
下
略
)
:
・

と
言
う
条
件
の
も
と
に
平
戸
白
浜
浦
の
青
崎
宇
八
が
四
十
五
名
の
水
練
者
を
つ
れ
て
来
島
し
た
。
彼
等
は
漁
場
を
検
討
し
た
上
に
、

相
応
之
場
所
借
り
受
、
納
屋
を
立
テ
同
所
-
一
而
飽
仕
立
方
並
賄
方
等
仕
度



し
て
操
業
し
た
。
請
負
高
ほ
干
飽
壱
万
斤
で
、
殆
ど
之
を
完
遂
し
て
い
る
。
そ
の
上
飽
の
貝
殻
が
移
し
く
残
る
の
で
之
を
利
用
し
て
石
灰

製
造
も
行
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

飽
貝
之
儀
は
去
戊
年
石
灰
製
方
御
談
之
通
、
世
話
人
之
も
の
追
々
手
馴
、
口
間
合
相
応
の
焼
方
い
た
し
、
殊
に
当
年
者
貝
数
も
彩
敷
集
り
侯
得
者
、
右
売

捌
、
是
又
浦
益
銀
に
詰
込
・
:
(
下
略
)
(
思

の
如
く
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
潜
水
漁
法
の
採
用
に
よ
っ
て
製
産
方
は
増
大
し
た
の
み
な
ら
ず
石
灰
と
言
う
副
産
物
ま
で
生
産
さ
れ
た
の

で
あ
っ
た
。
入
漁
村
は
島
後
で
は
「
津
戸
、
都
万
、
那
久
、
油
井
、
南
方
、
北
方
、
代
、
久
見
、
伊
後
、
西
、
湊
、
中
、
元
屋
、
飯
美
、

布
施
、
卯
敷
、
大
久
、
釜
、
犬
来
、
津
井
、
宇
屋
、
目
貫
、
八
尾
、
下
西
、
今
津
、
岸
浜
、
箕
浦
、
加
茂
、
蛸
木
」
の
外
海
に
漁
場
(
地

先
漁
場
)
を
持
つ
村
々
全
村
で
、
島
前
は
「
知
夫
里
、
浦
郷
、
美
田
、
別
府
、
宇
賀
、
海
士
、
宇
津
賀
、
豊
田
、
知
々
井
、
布
施
、
崎
」

隠岐における長崎俵物の歴史地理学的研究

の
村
々
で
あ
る

a
x
g
a
z
内
湾
に
し
か
漁
場
の
な
い
村
々
は
生
産
地
域
を
持
た
な
い
か
ら
外
浜
村
々
が
当
時
の
俵
物
の
増
産
に
よ
る
現

金
収
入
の
増
大
し
た
事
を
羨
望
し
て
い
た
詰
〉
O

俵
物
生
産
の
増
大
、
漁
師
の
現
金
収
入
の
増
加
は
浦
方
を
豊
か
な
ら
し
め
、
幕
末
隠
岐
の
農
村
部
と
漁
村
部
の
所
得
格
差
形
成
の
一
因

と
な
っ
た
品
〉
O

享
和
年
間
の
隠
岐
に
お
け
る
俵
物
生
産
増
加
政
策
は
幕
府
に
よ
る
独
占
事
業
の
徹
底
の
一
つ
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
か
ら
、
生
産
物
の
密

売
買
、
抜
荷
は
当
然
厳
重
に
取
締
ら
れ
、
問
屋
、
船
宿
に
対
し
て
そ
の
取
扱
、
運
営
が
ひ
き
し
め
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
「
俵
物
之
儀
ニ
付

問
屋
船
宿
請
書
」
な
る
文
室
百
(
ぎ
に
は
第
一
に
、

「
抜
買
筋
之
儀
申
懸
候
ハ
パ
差
押
置
」
、
第
二
に
「
両
品
之
内
、
少
し
に
而
も
売
出
侯
儀

相
顕
候
時
者
、
本
人
者
不
及
申
、
村
役
人
越
度
相
成
、
如
何
様
之
儀
被
仰
付
候
茂
難
計
候
間
一
云
々
」
と
言
う
状
態
と
な
っ
た
。

ハ
、
化
政
期
に
お
け
る
俵
物
生
産
の
推
移
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文
化
四
年
(
一
八

O
七
)

の
「
俵
物
御
用
一
途
留
」
と
同
年

t
六
月
及
び
文
政
七
年
改
の
「
俵
物
村
々
割
付
改
帳
」
に
は
幕
末
の
俵
物
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文化4年俵物生産村々割等高

島後村名|割符高|村 名|割符高

岸 浜 60斤 那 久 100 

メ，、 津 200 者日 万 130 

下 西 70 津 戸 350 

矢 尾 100 蛸 木 140 

日 貫 60 力日 茂 120 

円子 屋 80 箕 油h 80 

東 銀日 120 島 後 計 2，920

飯 回 50 

津 井 80 島目Ij村名 i割符両

犬 来 70 海 土 127 

釜 30 字受賀 14 

大 久 120 豊 田 87.5 

gp 敷 50 知々井 352 

布 施 50 太 井 8 

飯 美 20 布 施 76.8 

フじ 屋 20 崎 217.2 

中 20 干語 井 140 

湊 西 220 知 夫 352 

伊 後 20 j甫 郷 419.7 

久 ノ日u 220 美 回 281. 3 

1-1(; 50 Jjlj 府 21 

北 方 80 宇 賀 53.5 

南 方 110 島 問 計 2， 150 

油 井 110 メ日込 計 15，07

生
産
の
推
移
が
か
な
り
詳
し
く
記
さ

れ
て
い
る
へ
お
ス
ぬ
)
O

文
化
四
年
に
な
る
と
平
戸
青
崎
宇

八
出
稼
が
隠
岐
か
ら
「
外
場
所
江
被

差
遣
」
ハ
必
〉
て
し
ま
っ
た
の
で
両
島

に
お
け
る
潜
水
夫
に
よ
る
漁
獲
は
中

止
と
な
り
鉾
突
生
産
の
み
と
な
っ
て

し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
割
当
変
更
と
な

り

「
壱
ヶ
年
納
高
、
煎
海
鼠
、
干

第 2表分
二
千
百
五
十
斤
、
島
後
引
請
分
二
千
五
百
五
十
斤
」
と
な
っ
た
(
色
。

そ
こ
で
島
前
、

島
後
と
も
村
々
割
当
が
細
か
く
き
め
ら
れ
た
。

飽
合
計
四
千
七
百
斤
、
内
島
前
引
請

」
れ
を
表
化
す
る
と
第
2
表
の
如
く
で
あ
る
。

統
計
数
字
を
分
布
図
に
表
現
し
て
み
る
と
第
4
図
の
如
く
に
な
る
。

生
産
割
当
の
多
い
村
と
小
の
村
と
の
分
布
に
特
色
が
見
ら
れ
、
全
体
と
し
て
南
岸
に
大
の
村
が
多
い
。
こ
れ
は
自
然
的
条
件
と
し
て
次「ま

の
二
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。
そ
の
一
は
南
岸
は
地
殻
運
動
の
影
響
で
、
隆
起
、
暗
礁
の
発
達
の
著
し
い
地
域
で
「
千
畳
敷
」

な
い
た
岩
」
な
ど
の
名
で
呼
ば
れ
る
岩
礁
地
帯
で
飽
、
海
鼠
の
棲
息
好
適
地
で
あ
る
。

特
に
西
郷
外
浜
(
千
畳
敷
)
、
津
戸
、
知
々
井
等
は
そ
の
好
例
で
あ
る
。

「
浮
橋
」
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-割当村々
o割当なき村々

10斤

三喜漁小物成のない村々
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第
二
は
俵
物
生
産
の
飽
、
海
鼠
の
漁
期
が
冬
期
で
あ
る
の
で
西

海
岸
の
地
域
は
資
源
的
に
豊
富
な
所
で
も
荒
海
で
操
業
困
難
の
た

め
冬
期
の
生
産
が
少
な
い
と
言
う
事
実
が
指
摘
出
来
る
。

漁
場
と
し
て
は
浦
郷
北
西
の
い
わ
ゆ
る
「
国
賀
海
岸
」
に
は
磯

物
が
豊
富
に
棲
息
し
、
夏
場
は
貝
藻
の
採
取
が
盛
ん
に
な
る
。
こ

文化4年俵物生産村々割当

の
事
は
島
後
の
西
北
岸
に
つ
い
て
も
あ
て
は
ま
る
事
実
で
、
第
4

図
の
割
当
高
分
布
は
資
源
の
豊
富
と
は
必
ず
し
も
一
致
し
て
い
な

し、。
次
に
文
化
四
年
の
請
負
高
と
そ
の
村
々
割
当
高
を
比
較
し
ょ

う

第 4図

請
負
高
に
比
し
て
島
前
は
割
当
高
が
同
額
で
あ
る
が
島
後
は
二

千
九
百
二
十
斤
の
割
当
と
な
り
、
三
百
七
十
斤
請
負
高
よ
り
大
と

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
島
後
で
は
漁
場
の
豊
度
に
準
じ
て
割
当
高

を
修
正
し
た
た
め
で
あ
る
(
ぢ

さ
て
、
同
年
の
製
品
は
八
月
十
日
運
送
船
に
よ
っ
て
積
出
さ
れ

た
。
す
な
わ
ち
「
此
度
字
屋
町
八
幡
丸
虎
次
郎
、
長
州
赤
間
関
へ

煎
海
鼠
、
干
飽
運
送
仕
侯
」
と
長
崎
御
俵
物
方
木
原
甚
三
郎
宛
に
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大
庄
屋
官
蔵
は
送
荷
の
通
知
を
し
、
同
時
に
下
関
の
送
り
先
で
あ
る
三
問
屋
に
は
「
今
般
当
地
板
屋
武
左
衛
門
ら
八
幡
丸
虎
次
郎
船
を

以
、
運
送
候
ニ
付
」
と
事
務
事
項
を
一
記
し
て
、
赤
間
関
の
長
崎
屋
六
郎
右
衛
門
、
油
屋
七
郎
兵
衛
、
小
倉
屋
藤
右
衛
門
の
三
問
屋
に
送
り

状
を
出
し
て
い
る
高
〉
O

此
の
代
金
は
「
長
崎
俵
物
方
木
原
甚
三
郎
殿
、
卯
十
一
月
十
五
日
仕
出
し
辰
四
月
十
六
日
相
達
書
面
」
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る

G
V

直
接
隠
岐
の
大
庄
屋
宛
へ
送
金
で
な
く
「
御
手
当
銀
之
儀
、

廻
捕
済
次
第
帰
郷
之
上
、

早
速
相
伺
可
申
筈
之
処
、

唐
船
出
帆
之
時
節
ニ

而
、
彼
是
御
用
多
、
其
儀
不
行
届
、
漸
此
節
相
伺
候
所
、
例
之
通
御
一
人
前
銀
二
枚
宛
、
御
出
方
ニ
相
成
侯
、
則
咋
十
五
日
拙
者
方
へ
受

取
置
申
侯
、
然
処
、
憧
成
便
宜
無
之
故
、
先
は
拙
者
方
江
預
り
置
、
追
市
松
江
表
迄
差
送
候
様
取
計
可
申
侯
」
と
言
う
状
態
で
あ
る
。
代

金
が
漁
師
の
手
に
渡
る
の
は
敏
速
と
言
う
わ
け
で
な
か
っ
た

auo

島
内
に
お
け
る
問
屋
や
、
こ
れ
に
協
力
す
る
世
話
人
が
漁
師
に
次
年
度
の
生
産
準
備
を
予
告
す
る
場
合
に
は
当
然
「
前
渡
金
」
の
必
要

が
生
じ
る
が
、
こ
れ
に
就
て
は
次
の
文
面
が
そ
の
実
状
を
説
明
し
て
い
る
。

-
(
前
略
)
・
:
板
屋
武
左
衛
門
よ
り
俵
物
仕
入
方
就
入
用
御
前
貸
銀
願
請
度
旨
に
付
、
別
紙
証
文
差
越
候
得
共
、
此
節
β
其
御
役
所
引
受
に
相
成
候
得

者
、
是
迄
之
手
続
ニ
而
者
、
不
相
済
候
-
一
付
、
右
証
文
奥
書
ニ
、
御
役
所
御
見
届
、
御
判
申
請
差
出
候
様
、
武
左
衛
門
へ
御
申
渡
、
猶
其
段
御
役
所
江

茂
、
各
様
ぷ
御
申
立
可
有
之
候
、
右
武
左
衛
門
、
伴
左
衛
門
両
人
共
ニ
、
是
迄
ハ
手
附
下
請
之
儀
ニ
有
之
候
得
共
、
其
御
役
所
引
請
一
一
相
成
候
上
者
、

下
請
之
名
目
ニ
一
印
ハ
筋
違
-
一
付
、
役
所
附
俵
物
下
世
話
人
と
申
名
目
ニ
茂
被
成
度
存
侯
・
:
(
下
略
)

と
代
官
よ
り
大
庄
屋
に
通
達
さ
れ
て
い
る
翁
〉
O

機
構
の
変
化
に
よ
っ
て
仕
事
が
役
所
引
請
と
な
り
営
業
権
が
益
々
直
支
配
傾
向
を
強
め
、
官
業
色
が
濃
く
な
っ
て
来
た
。

板
屋
武
左
衛
門
よ
り
差
遣
証
文
は
左
の
通
り
で
あ
る
β
〉O

拝
借
申
銀
子
之
事
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一
、
銀
三
貫
目

右
者
当
島
御
用
俵
物
取
揚
候
漁
姉
共
江
前
貸
相
渡
候
為
手
当
拝
借
仕
候
段
、
実
正
ニ
御
座
候
、

為
引
当

島
後
周
士
口
郡
東
郷
村
之
内
神
米
、
質
主
武
左
衛
門

一
、
上
回
二
反
歩
分
米
三
石

一
、
上
回
一
反
五
畝
歩
分
米
ニ
石
二
斗
五
升

分
米
五
石
二
斗
五
升

此
代
金
三
貫
五
百
匁
程

右
之
通
書
入
置
侯
上
は
若
俵
物
無
数
ニ
而
、
右
御
前
貸
銀
返
納
相
滞
侯
ハ
ハ
、
証
人
ぷ
此
引
当
田
地
払
立
、
正
銀
を
以
皆
上
納
可
仕
候
、
的
市
書
附
証

文
如
件
、

文
化
五
年
辰
六
月字

屋
町
庄
屋
武
左
衛
門

東
郷
村
質
地
証
人
庄
屋
久
平
次

長
崎
俵
物
方

御
役
所

の
如
く
で
あ
る
。

こ
れ
は
漁
師
に
対
す
る
前
貸
制
度
の
実
施
と
そ
の
資
金
を
俵
物
役
所
よ
り
融
資
を
う
け
て
い
る
事
実
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
問
屋
に
対

す
る
官
辺
の
補
助
と
言
ふ
形
態
で
な
く
借
金
形
態
を
取
っ
て
い
る
所
に
地
元
問
屋
の
置
か
れ
て
い
る
厳
し
い
官
業
制
度
の
下
に
お
け
る
位

置
づ
け
が
象
徴
さ
れ
て
い
る
o

従
っ
て
「
俵
物
下
世
話
人
」
と
し
て
の
板
屋
武
左
衛
門
、
酒
屋
伊
左
衛
門
と
し
て
は
次
の
様
な
不
満
を
表

現
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る

axω
〉

O
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(
前
略
)
:
・
去
年
之
煎
海
鼠
、
干
飽
両
品
共
、
相
応
之
御
買
上
値
段
に
市
、
仕
入
方
仕
候
得
共
、
当
年
よ
り
漁
師
共
進
み
之
為
銀
壱
匁
宛
買
増
仕
、
其
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外
諸
入
用
差
引
仕
侯
而
者
、
引
合
不
申
、
右
御
前
貸
銀
願
上
候
得
共
、
此
儀
者
第
一
漁
師
共
へ
貸
渡
申
渡
、
左
侯
而
ハ
、
私
之
所
益
ニ
茂
不
相
成
、
何

卒
当
年
，
S
A
7
少
し
値
段
御
増
被
下
侯
様
下
略
・
:
(
前
略
)
・

と
出
願
し
た
。
こ
れ
は
文
化
五
年
の
出
顕
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
増
銀
制
の
改
正
は
あ
っ
た
が
、
文
化
六
年
に
は
亦
々
御
札
し
が
あ
り

増
産
下
命
が
あ
っ
た
。
要
点
は
従
来
は
冬
春
鉾
突
稼
の
み
で
あ
っ
た
が
今
後
は
夏
秋
潜
稼
に
よ
っ
て
増
産
せ
よ
と
言
う
の
で
あ
る
。
之
に

対
し
漁
民
は
か
な
り
強
い
抵
抗
を
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち

(
此
上
)
:
・
海
士
稼
被
仰
付
候
市
者
、
何
分
自
浦
漁
事
-
一
差
凌
、
御
請
納
高
無
覚
束
、
猶
文
他
所
ぷ
柑
稼
候
而
者
、
自
浦
漁
人
共
気
請
を
折
キ
、
此
上

之
取
締
何
分
出
来
不
仕
候
閥
、
以
後
海
士
稼
之
儀
者
、
幾
重
ニ
茂
御
免
相
願
候
翁
〉

と
拒
否
し
て
い
る
。
そ
こ
で
種
々
交
渉
の
結
果
「
向
後
海
士
差
入
侯
儀
者
、
可
致
用
捨
侯
問
、
以
来
一
ヶ
年
目
当
高
、
干
飽
千
斤
、
別
段

相
納
俣
ハ
ハ
、

五
百
斤
迄
ハ
斤
に
付
壱
分
増
、
七
百
斤
迄
ハ
弐
分
増
し
、
千
斤
以
上
者
三
分
増
、
御
褒
美
下
被
下
置
旨
被
仰
渡
、

一
統
納

得
仕
、
御
請
書
差
上
申
侯
」
と
な
っ
た
。
千
斤
の
内
訳
は
島
前
四
百
五
十
七
斤
、
島
後
五
百
四
十
三
斤
で
あ
っ
た
註
)
O

文
政
年
聞
に
な
る
と
又
々
出
方
劣
り
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
資
源
の
減
少
に
よ
る
一
も
の
の
如
く
で
、
文
化
四
年
の
両
島
併
高
四
千
七
百

庁
、
文
化
六
年
千
斤
追
加
と
な
り
、
文
政
七
年
に
は
遂
に
「
然
処
二
、
三
年
以
来
俵
物
並
献
上
串
物
追
々
出
劣
御
用
御
差
問
ニ
相
成
恐
入

奉
存
侯
」
と
言
う
状
態
で
文
化
四
年
の
取
究
高
の
維
持
が
極
め
て
困
難
と
な
っ
た
様
子
で
あ
る
ハ
ロ
〉

O

一
、
近
世
末
期
の
俵
物
の
送
荷
に
つ
い
て

俵
物
の
送
荷
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
資
料
は
島
前
海
士
村
大
庄
屋
村
尾
家
に
残
る
「
長
崎
廻
御
用
俵
物
送
状
之
事
」
が
寛
政
二
年
以

降
、
天
保
十
四
年
に
い
た
る
問
、
略
年
次
毎
に
集
計
保
存
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
こ
れ
を
整
理
す
る
事
に
よ
っ
て
大
要
推
定
出
来
る
。

先
ず
俵
物
の
表
装
梱
包
は
「
俵
物
方
手
続
書
」
に
よ
れ
ば
、

一
丸
(
一
俵
)

に
つ
き
正
味
百
二
十
斤
に
掛
入
、
こ
の
上
、
荷
造
を
し

て
、
定
式
縄
箆
に
て
九
斤
相
増
し
合
せ
て
百
二
十
九
斤
が
一
梱
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
事
は
、
手
続
書
の
中
に
各
種
別
に
一
定
の



売
価
を
つ
け
た
規
定
に
次
の
如
く
あ
る
の
で
判
明
す
る
。
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一
、
一
番
煎
海
鼠
一
斤
に
付
九
分
(
百
二
十
斤
入
一
丸
に
付
)
代
百
八
匁

一
、
二
番
目
前
一
海
鼠
一
斤
に
付
二
匁
(
右
同
断
)
代
二
百
四
十
匁

一
。
三
番
目
一
斤
ニ
付
二
匁
一
分
(
間
同
断
)
代
二
百
五
十
二
匁

(
中
略
)

一
、
十
番
目
一
斤
ニ
付
四
匁
六
厘
(
右
同
断
)
代
田
百
八
拾
匁
七
分

一
、
一
番
干
飽
一
斤
に
付
一
匁
四
分
(
百
二
十
斤
入
一
丸
に
付
)
代
百
六
十
八
匁

一
、
二
番
目
一
斤
に
付
二
匁
七
分
(
右
同
断
)
代
三
百
二
十
四
匁

一
、
三
番
目
一
斤
に
付
二
匁
九
分
(
右
同
断
)
代
三
百
四
十
八
匁

一
、
緩
鰭
一
斤
ニ
付
二
匁
(
右
同
断
)
代
百
二
十
目

す
な
わ
ち
、
俵
物
の
一
梱
の
目
方
は
煎
海
鼠
、
干
飽
、
鰭
鰭
い
ず
れ
の
場
合
も
正
味
百
二
十
斤
入
り
、
全
荷
造
完
全
量
は
百
二
十
九
斤

区
分
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る

6
3

と
規
定
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
煎
海
鼠
の
値
段
は
一
番
の
一
斤
二
匁
級
か
ら
十
番
の
四
匁
六
厘
ま
で
十
区
分
が
あ
っ
た
が
、
干
飽
は
三

島
前
世
話
人
、
別
府
村
伴
左
衛
門
取
扱
の
「
御
用
俵
物
送
状
」
(
ち
の
寛
政
二
年
の
分
を
見
る
と
煎
海
鼠
一
四

O
O斤、

斤
当
り
単
価
二
匁
七
分
、
代
金
三
千
七
百
八
十
匁
、
干
飽
二

O
O斤
、
二
梱
、

一
斤
単
価
二
匁
五
厘
、
代
銀
四
一

O
匁
、
福
井
村
伝
兵
衛

十
四
梱
、

船
で
送
荷
し
て
い
る
。

寛
政
十
年
に
は
煎
海
鼠
の
一
斤
単
価
二
匁
八
分
、
干
飽
は
二
匁
二
分
と
高
く
な
っ
て
い
る
。

御
用
船
は
一
定
せ
ず
寛
政
七
年
は
海
士
村
万
蔵
船
、
同
十
年
は
福
井
村
勝
左
衛
門
船
、
享
和
六
年
は
知
夫
里
村
喜
右
衛
門
船
、
享
和
二

三
両
年
同
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年
は
福
井
村
喜
八
郎
船
、
同
三
年
に
は
美
田
村
仁
太
夫
船
、
海
士
村
万
蔵
船
、
同
四
年
に
は
宇
賀
村
利
平
太
船
、
文
化
元
、



220 

前
、
文
化
四
年
福
井
村
弥
十
郎
船
、
五
年
美
田
村
犠
平
船
、
六
、
七
、
八
年
は
福
井
村
弥
十
郎
船
、
九
年
美
田
村
茂
平
船
、
文
政
八
年
九

年
宇
津
賀
村
新
十
郎
船
、
十
一
年
海
士
村
勝
左
衛
門
船
、
十
二
年
か
ら
天
保
三
年
に
か
け
て
は
島
後
津
戸
村
の
嘉
右
衛
門
船
、
天
保
四

年
、
六
年
に
は
美
田
村
善
重
、
彦
九
郎
船
、
七
年
別
府
村
伝
右
衛
門
船
、
八
年
宇
賀
村
弥
三
郎
船
、
九
年
、
十
年
は
別
府
村
伝
右
衛
門
船
、

十
一
年
、
十
二
年
、
十
三
年
は
美
田
村
の
仁
太
夫
船
と
な
っ
て
、
こ
れ
で
資
料
は
終
り
に
な
っ
て
い
る

avo

送
り
先
は
文
政
八
年
ま
で
は
全
部
赤
間
関
問
屋
と
な
り
九
年
か
ら
長
崎
俵
物
会
所
と
一
変
し
て
い
る
。

送
荷
量
を
図
化
す
る
と
第

5
図
の
様
に
な
る
。
文
化
十
年
か
ら
文
政
七
年
ま
で
の
十
二
年
間
が
資
料
を
欠
い
て
い
る
の
が
残
念
で
あ

る。
此
の
津
出
高
の
推
移
を
見
る
と
か
な
り
年
に
よ
っ
て
増
減
が
大
で
あ
る
が
、
量
的
に
は
煎
海
鼠
が
主
で
、
干
飽
は
す
く
な
い
。
津
出
の

ピ
ー
ク
が
文
政
九
年
、
天
保
六
年
に
あ
り
、
こ
の
両
年
が
五

O
O
O斤
台
で
、
他
は
そ
れ
よ
り
下
で
あ
る
。

島
後
の
分
は
遺
憾
な
が
ら
資
料
を
欠
く
が
、
生
産
高
は
島
後
の
方
が
大
で
あ
る
か
ら
、
合
計
額
は
此
の
図
の
二
倍
と
考
え
て
よ
い
と
思

う
長
崎
会
所
記
録
天
保
十
二
年
の
隠
岐
納
高
は
五
千
七
百
斤
と
あ
る
が
、
同
年
の
隠
岐
島
前
の
津
出
高
は
不
明
で
こ
れ
を
比
較
す
る
事
は

出
来
な
い
。
十
一
年
に
は
四
千
三
百
斤
、
十
三
年
に
は
四
千
八
百
五
十
斤
、
十
四
年
に
は
三
千
二
百
斤
と
な
っ
て
い
る
か
ら
、
此
の
平
均

値
、
四
千
斤
位
が
島
前
津
出
高
と
推
定
す
る
と
島
後
は
千
七
百
斤
位
と
な
る
の
で
不
審
の
念
が
生
じ
る
。

又
、
水
練
者
が
入
漁
し
て
操
業
し
た
年
は
図
か
ら
見
て
も
明
ら
か
な
よ
う
に
干
飽
の
津
出
高
は
増
加
す
る
が
、
之
が
去
る
と
た
ち
ま
ち

下
降
し
て
島
前
の
場
合
は
千
斤
以
下
の
生
産
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

俵
物
会
所
の
増
産
政
策
と
下
請
世
話
人
、

漁
民
と
の
相
対
関
係
を
見
れ
ば
利
害
関
係
は
む
し
ろ
対
立
的
で
、

漁
民
は

「
増
銀
」

の
要
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求
、
会
所
は
公
権
力
に
よ
る
供
出
の
増
加
要
請
で
あ
る
。

一
面
的
に
見
れ
ば
漁
民
の
態
度
は
む
し
ろ
消
極
的
の
よ
う
に
も
見
え
る
が
之
を

水
産
物
商
品
化
の
進
展
の
点
か
ら
眺
め
る
と
極
め
て
重
要
な
歴
史
的
意
義
を
果
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
す
る
。

先
ず
第
一
に
俵
物
の
移
出
を
核
と
す
る
隠
岐
の
生
産
物
の
商
品
的
移
出
の
進
展
で
あ
る
。
俵
物
長
崎
送
り
御
用
船
に
は
俵
物
の
み
で
は

積
荷
が
僅
か
な
の
で
(
享
和
二
年
の
積
込
梱
数
は
五
十
五
梱
で
、
最
大
量
の
積
込
み
で
あ
っ
た
品
)
)
、
他
の
商
品
も
一
緒
に
積
込
み
本
土

に
移
出
し
た
。
例
え
ば
松
浦
家
譜
に
よ
る
と
(
号
、

文
政
十
一
戊
子
年
、
十
郎
今
年
十
五
才
、
兄
光
五
郎
と
共
に
春
日
丸
に
乗
組
み
御
用
俵
物
積
廻
し
長
崎
へ
上
る
。
・
:
(
中
略
)
・
:
天
保
四
葵
巳
年
、
十

郎
板
屋
手
船
天
神
丸
に
御
用
俵
物
、
鯵
を
積
み
長
崎
江
上
る
。
天
保
十
一
年
金
比
羅
丸
、
烏
賊
、
鯛
、
千
飽
、
生
飽
、
小
鯛
、
大
鯛
、
塩
鰯
、
大
椎
茸
、

大
豆
、
里
山
大
一
旦
を
積
み
松
江
表
よ
り
長
崎
に
航
す
・
:

等
の
如
く
で
あ
る
。
近
世
隠
岐
が
西
廻
海
運
の
発
展
に
伴
っ
て
海
運
業
が
急
激
に
発
展
し
た
事
実
に
つ
い
て
は
既
に
詳
論
し
て
あ
る
の
で

(
号
重
複
を
さ
け
る
が
、
俵
物
の
商
品
化
が
契
機
と
な
り
島
内
生
産
物
の
販
路
の
拡
大
は
ゆ
る
が
せ
に
出
来
な
い
事
実
で
あ
る
。

弘
化
二
年
(
一
八
四
五
)
に
は
長
崎
俵
物
の
生
産
も
濫
獲
に
よ
る
沿
岸
資
源
の
急
減
が
生
じ
た
。
長
崎
会
所
は
俵
物
に
よ
る
対
華
輸
出

に
限
界
を
認
め
、
諸
色
中
の
「
鰻
」
を
大
幅
に
輸
出
品
に
く
り
入
れ
、
隠
岐
に
対
し
て
は
「
長
崎
御
用
鰯
御
儀
定
被
仰
付
」
て
、
鰯
は
問

屋
の
手
を
経
ず
し
て
勝
手
に
売
買
す
る
こ
と
を
禁
じ
ら
れ
、

「
長
崎
御
用
貿
易
鰯
」
と
な
っ
た
。
漁
民
に
対
し
「
漁
師
共
米
銭
入
申
、
申

出
候
ハ
ハ
問
屋
職
の
者
よ
り
差
支
無
之
様
」
に
前
貸
す
る
よ
う
指
示
が
あ
り
〈
号
、

鰯
が
幕
末
は
煎
海
鼠
、

干
飽
に
代
っ
て
隠
岐
水
産
品

の
主
流
に
登
場
し
、
以
後
、
近
代
隠
岐
の
水
産
物
の
中
枢
を
し
め
る
事
に
な
っ
た
。

四
、
結

び

以
上
述
べ
た
と
こ
ろ
を
要
約
し
結
び
と
す
る
と
次
の
如
く
で
あ
る
。



ー
、
飽
、
海
鼠
は
隠
岐
の
水
産
物
と
し
て
古
代
以
来
中
央
政
府
に
お
い
て
も
特
産
と
し
て
認
め
ら
れ
、
延
喜
式
に
は
し
ば
し
ば
そ
の
名

が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

2
、
飽
、
海
鼠
は
古
代
、
中
世
、
近
世
を
通
じ
水
産
貢
納
品
の
首
位
を
し
め
て
い
た
。

3
、
近
世
に
い
た
り
幕
府
の
俵
物
貿
易
の
開
始
と
共
に
隠
岐
は
そ
の
主
要
生
産
地
と
し
て
認
識
せ
ら
れ
た
。

4
、
近
世
日
本
全
体
の
俵
物
生
産
量
に
対
し
て
隠
岐
の
生
産
は
平
均
量
と
し
て
は
一
括
の
比
重
を
し
め
、
増
収
時
に
は
二

M
l二
・
五

%
の
比
重
を
し
め
た
。

5
、
鉾
突
生
産
に
対
し
潜
水
採
貝
(
水
練
稼
)
は
主
と
し
て
長
崎
地
方
の
専
門
水
練
人
の
出
稼
で
行
な
わ
れ
た
。
増
収
は
水
練
入
稼
時

隠岐における長崎俵物の歴史地理学的研究

に
限
ら
れ
て
い
る
。

6
、
幕
府
の
増
産
対
策
は
割
当
生
産
に
対
し
て
「
増
銀
」
政
策
で
行
な
わ
れ
た
。

7
、
完
全
な
る
前
貸
制
施
行
の
下
で
生
産
統
制
が
行
な
わ
れ
た
か
ら
密
売
、
抜
買
は
厳
重
に
取
締
ら
れ
た
。
こ
れ
は
問
屋
、
船
宿
、
廻

船
業
者
に
対
す
る
徹
底
取
締
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
た
。

8
、
出
荷
は
初
期
は
大
根
島
商
人
あ
て
、
第
二
期
に
は
下
関
三
問
屋
送
り
、
天
保
九
年
よ
り
は
長
崎
会
所
直
送
と
、
大
き
く
み
て
三
転

し
て
い
る
。

9
、
御
用
船
は
地
元
隠
岐
島
内
の
渡
海
大
船
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

日
、
幕
末
に
は
隠
岐
で
は
鰯
が
対
華
輸
出
口
聞
の
中
で
俵
物
の
そ
の
位
置
を
交
換
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

日
、
俵
物
の
商
品
化
が
核
と
な
り
隠
岐
の
生
産
品
の
商
品
化
が
進
行
し
た
。
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史
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文
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掲
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数
字
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基
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田
中
が
整
理
計
算
し
た
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「
長
崎
廻
御
用
俵
物
送
状
」
(
村
尾
文
書
)
は
寛
政
二
年
か
ら
天
保
十
四
年
ま
で
断
続
的
に
残
存
し
て
い
る
。
こ
れ
を
整
理
す
る
と
文
政
九
年

に
長
崎
会
所
直
送
と
な
っ
て
い
る
。
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日
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(
m
w
)

前
掲
7

(印

)1(臼
)
前
掲
却

(
臼
)
享
和
二
年
の
送
り
状
に
よ
る
と
煎
渥
鼠
皆
掛
二
九
九
五
斤
九
五
で
梱
数
二
九
、
干
飽
は
二
五
八
四
斤
九
七
で
梱
数
二
六
で
あ
る
。

(
臼
)
村
尾
文
書

(
日
)
前
掲
出

(
回
)
享
和
二
年
福
井
村
喜
八
郎
船
の
積
込
梱
数

(
町
)
前
掲
日

(
国
)
田
中
豊
治
、
近
世
日
本
海
の
帆
船
交
通
、

(
回
)
船
越
、
美
田
村
問
屋
文
書

日
本
海
海
運
史
の
研
究
、
昭
和
四
十
二
年

本
稿
を
愛
知
教
育
大
学
長
伊
藤
郷
平
先
生
退
官
記
念
論
文
と
し
て
献
呈
す
る
。




